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学⾡成ᯝのⓎಙ 

̐ʥプロジェクトๅࠄॽ ,*6 3UoMHFW 6HULHV による成果ߨק 
2020 年度の IGS Project Series ๅࠄॽは 3 ⼦ଢߘされた。No.14ʲ国際シンポジウムʰఫ学者とߨק࡯

൴ʁྮક期ೖ本にお͜るࣙ༟とѬと຿主主ٝʱr、No.18ʲIGS 国際セミナーʤ⽣৫ҫྏʥๅࠄॽ 、rNo.19

ʲh ౨ΠジΠにお͜るジェンダーと੕࣑ Bɦooklet Series 3 ジェンダー・મڏ・⼥性の੕࣑的代න性ʁ2019

年インドϋシΠ૱મڏに関する෾ੵʳである。 

ウェϔ会٠シスτムによるイϗント開催の෕ٶに൒い、࿧ժをオンデϜンドഓ৶する形での成果൅৶
も多༽されるようになっているが、その⼀๏で、本シリーθのような࡯⼦形態のๅࠄॽࡠ成の重要性を
々のイϗントや事業のқٝや、その中でのݺ、ることでܨ೟ࣟしている。担当者による஺ೣなฦ集を࠸
٠࿨の࿨点がより໎֮Կされる。また、׮成したๅࠄॽからは、そこにかかわった研究者やスνッフた
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ʴ2020 ೧ౕ৿ק 3  ʵ࡯

 

IGS�Project�Series�14�

国際εンϛジΤϞ 
ఫ学ंͳߘଢ⼦൴ʁྮક期ೖຌにお͜Ζࣙ༟ͳѬͳ຿ककٝ 
2021 ೧ 3  ק݆

2019 年 5 ⽉ 19 ೖ開催シンポジウムのى࿧ʤೖ本ޢ൝・ӵޢ൝ʥ 
・ジϡン・バーθϪイʰロϜンスの௧Գがӫしड़すࡑݳʁ�0 年後に৾りศる 1959 年ߘଢ⼦ご成࠙ʱ 
・ジϣリΠ・ϔロックʰೖ本にお͜るϚーϲΧワールʁ̡ ୊್の性ʳのൕ響をたどる ほか 

 

IGS�Project�Series�18�

2020 ೧ౕ 
,*6 国際ιϝψー（ਫ਼৫྘Ү）ๅࠄॽ 
2021 ೧ 3  ק݆

2020 年度開催の⽣৫྘Үセミナー� յのى࿧ʤೖ本ޢとӵޢʥ 
・2020 年 7 ⽉ 1� ೖʰίΠのインフラストラクοϡーとしてのྡজデーνๅࠄʱ 
・2020 年 9 ⽉ 9 ೖʰ఑ڛ精⼦・఑ڛཝ⼦によるՊଔͰくりとドナーリンΫングʤ݄ԓ者୵しʥɦ  
・2020 年 11 ⽉ 21 ೖʰ⽉ܨ教育と⼥性の⽣֖の݊߃ʱ 

 

IGS�Project�Series�19�

「東ΠジΠにお͜Ζジェンダーͳ੕࣑」%RRNOHW 6HULHV 3 
ジェンダー・મڏ・⼥性の੕࣑దେන性ʁ2019 ೧΢ンχϋεΠ૱મڏにؖͤΖ෾ੵ 
2021 ೧ 3  ק݆

2020 年 1 ⽉ �0 ೖ開催セミナーʰ*HQGHU DQG 3oOLWLFV LQ ,QGoQHVLD� $QDO\VLV oI 2019 *HQHUDO 
(OHFWLoQʱๅࠄ࿨ชをೖ本ޢ༃しݬชとともにࡎܟ 
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̏ʥชࣁ・ݛྋのफ集とޮ開 

ジェンダー研究͹எ͹خ൭͹Ҳ૜͹ैࣰをਦΖ 
ジェンダー研究所は、1975 年૓ཱིのh ⼥性ชԿࣁྋؙ 時ɦ代から今ೖにࢺるまで 40 年以上にわたり、

⼥性学・ジェンダー研究のชࣁ・ݛྋのफ集をઊえ間なく続͜てきた。⼥性に関する๴⼤なஎの集੷と
もいえる଄ॽは、お茶の⽔⼥⼦⼤学෡଒ਦॽؙの઒໵コーナーにഓՏされ、学内外から OPACʤOnline 

Public Access Catalogʥでࡩݗでき、⼿続きをܨれͻ学外の者も利༽可能である。 

 2020 年度は、新型コロナ感染֨⼤により、ਦॽؙへのཱིち⼊りが੏ݸされるなどの影響があったが、
ॊ来のࢶഖରのชࣁ・ݛྋのफ集にՅえ、ు⼦ॽ੸ʤ学外からのΠクセスは本学常ۊ教৮ҽと本学学⽣
にݸるʥの߬⼊も੷ۅ的に進めた。また、昨年度、઒໵コーナーのॽՏから⾒つかった OPAC າ登࿧の
Ҥを調΄、ۛྣଠؙに所଄ܨྋؙ時代からのኰๅなどを֮೟し、⼊⼿時期やࣁྋについて、⼥性ชԿࣁ
がないものなどを中ৼに登࿧を進めた。ʤ新وफ଄ਦॽ・ࣁྋの৆ࡋは本ๅࠄॽת຦ࣁྋ 147〜148 นࢂ
লʥ。ࢿࡸॽՏにおいては、昨年度のਦॽॽՏに続いての⾒ड़し൚અ置、フΟイリングなどを進めた。 

 

˛෡଒ਦॽؙ઒༽ॽՏͲ͹଄ॽୁड़ʀԀལ 
ジェンダー研究所फ଄ชݛʤॽ੸༁ 25,000 ༁ࢿࡸ、࡯ 340 झʥは、お
茶の⽔⼥⼦⼤学෡଒ਦॽؙの઒໵コーナーにഓՏされ、学内外の学⽣
や研究者に利༽されている。 

ʮਦॽؙཤ༽Ҍ಼ʯ 
ʕ開ؙೖ 

・⽉〜ۜ 8:45〜21:00 ʤ授業のないೖは 17:00 までʥ 

・ౖ 9:00〜17:00   ʤՈ・౛・ॡ期ٵ業期間中は閉ؙʥ 

・ೖ 12:00〜17:00 

ʕ閉ؙೖ  

・ೖ༷ೖ、国຿のॗೖ、年຦年始、⼤学Ոل⼀੬ٵ業ೖ 

・Ո・౛・ॡ期ٵ業期間中のౖ༷ೖ 

・଄ॽ点ݗ 

・ᷬԽࡉ当ೖ、૓ཱིى೨ೖ、⼊学ݩࢾೖ当ೖ、ଖ業ࣞ  

ˠ新型コロナウィルス感染֨⼤๹ࢯの対Ԣのため、⼀෨利༽に੏ݸあり。࠹
新৚ๅは෉଒ਦॽؙウェϔγイトʤKWWSV���ZZZ�OLE�oFKD�DF�MS�ʥをࢂল。 

˛଄ॽʀ研究ंͶؖͤΖ৚ๅ఑ڛ 
෡଒ਦॽؙफ଄ชࣁ・ݛྋのほかに、ジェンダー研究所内にて、߬⼊ر・ࢿࡸଅࢿࡸの࠹新ߺ、研究

所の過ڊの成果ߨק෼、事業のى࿧、所଒研究者ࣧජのॽ੸のほか、સ国のジェンダー研究施અや஋⼥
 。෼をԀལすることができるߨקժ஄ରの定期ࢂ同ڠ

ྋ、研究所にடࣁやݛつ๏々に、これらのช࣍びジェンダーに関ৼをٶྋԀལ対Ԣのほか、研究者ࣁ
੷されたஎࣟを広く活༽してもらうため、ϟールやు࿫による外෨からの໲い߻わせ、๜໲ғབにも਷
時対Ԣしている。  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

˛͕ண͹ਭঃࢢ୉ָυジνϩΠーΩ΢ϔθͲ͹ࣁྋޮ֋ 
KWWS���DUFKLYHV�FI�RFKD�DF�MS� 

お茶の⽔⼥⼦⼤学デジνルΠーカイϔθでは、本学をଖ業
し、⼥性の઎ۨ的研究者として活躍したฯ井コό、ీࠉοカ、
౮છ年⼦、⁍ଞみちよの研究業੹をまとめたࣁྋ໪࿧などが
ޮ開されている。 

これらのࣁྋは、⼥性ชԿࣁྋؙ時代の 1981 年のช෨঴ಝ
定研究h ⼥性⾼等教育とその成果に関する૱߻的研究 にɦお͜
る̐つのプロジェクト、h რ ෌ਕ研究者の活動状況に関する
調査研究ʊࣙષՌ学෾໼を中ৼにʊʱh ს ⼥性ชԿに関する
ชࣁ・ݛྋのफ集ٶび調査研究 のɦ中で、それͩれのごҪଔの
⻑、をಚてफ集したҪ඾のうち、研究関࿊のものを੖理し⼒ڢ
い時間をֽ͜て໪࿧Կしたものである。 

໪࿧Կは本研究所の前ਐ機関のプロジェクト成果である
が、これを⼤学のྼࢊࣁ࢛として広くޮ開するよう、2007〜
2009 年にデジνルΠーカイϔθԿされた。ࣁ、ࡑݳྋݳ෼は
理学෨内にઅ置されたh ⼥性Ռ学者ࣁྋ࣪ でɦฯ؇され、本学
ਦॽ・৚ๅ課 ৚ๅخ൭担当が૯޳となってࣁྋԀལやୁड़
等のғབにԢͣている。 

 

̐ʥ,*6  ྋు⼦Կプロジェクト࢛
˛2020 年度੔Վ概要 

ジェンダー研究所は 2017 年度に、h IGS ྋు⼦Կプロジェクトʱを始動した。ジェンダー研究所の࢛
前ਐであるジェンダー研究センνーʤ1996 年અཱིʥ、⼥性ชԿ研究センνーʤ1986 年અཱིʥ、⼥性ชԿࣁ
ྋؙʤ1975 年અཱིʥにおいて、઎ਕたちが開催してきた༹々な研究会やセミナー、国際シンポジウムの
رすことで、ジェンダー研究のさらなる൅ఴに࢔ྋをు⼦Կし、デジνルΠーカイϔのかたちで後世に࢛
༫することを໪指すプロジェクトである。 

4 年໪をܶえた 2020 年度は、ࡑ୒ۊ務を交えてのࡠ業となった。Խ੢デーνのు⼦Կ、実施イϗント
ॽࠄ࿧⼀ལʤ本ๅى 149〜153 นࢂলʥの੖ඍなどを進めると同時に、本プロジェクトのܨҤなどをى࿧
としてࣁྋにまとめるࡠ業も進めた。来年度ʤ2021 年度ʥは、これまでட੷したు⼦ԿࡃみフΟイルを
イϗントごとに੖理し、まͥはݸ定的にではあるが、ࢂলできるڧ؂に੖えていく༩定である。 
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̑ʥウェϔγイト等での৚ๅ൅৶ 

ϏンυϝρέԾͲ͹Τェϔ৚ๅ൅৶͹॑要੓͹࠸೟ࣟ 
2020 年度は、ウェϔγイトなどインνーϋット上での৚ๅ൅৶がӻ々重要になったことを実感した

⼀年であった。例えͻ、新型コロナウィルス感染症対策として、シンポジウムやセミナーなどのイϗ
ントがオンラインになったこととดߨして、それらの広ๅも、前年度までのポスνー・οラシを൅ૻ
する形を中ࢯし、ウェϔγイトや 616、ϟーリングリストが中ৼとなった。このような広ๅ対Ԣにつ
いては଼りなく進められた。また、όルウェーՌ学ٗढ़⼤学との国際ڠ同プロジェクト ,173$57 の
ಝઅγイトʤೖ本ޢ൝・ӵޢ൝ʥの新અで、ウェϔγイトの֨ैをਦることもできた。 

しかしながら、以前より課題となっていたウェϔγイトસରの৚ๅ੖理とӵޢ൅৶のکԿについて
は、進ṁが଼ったことは൳めない。これもまた感染症対策の影響によるものであり、⼤学授業のオン
ラインԿにより教ҽの࢕事ྖがଁՅしたことや、⼤学閉鎖などで事務๏もࡑ୒ۊ務への઀り替えが必
ਤとなったが、そのڧ؂での業務ਲ਼ߨର੏を੖えるのに時間を要したことが、ݬҾとしてڏげられる。 

そうした中でも、ޮࡑݳ開されている内容の⾒௜しと、改善に向͜たࡠ業⼿ॳのݗ౾を進めること
ができた。2021 年度には、2020 年度中のݗ౾にخͰいた改ఙࡠ業をਟଐに進め、さらなる৚ๅ൅৶
の֨ैをਦることができるだろう。 

 
,*6 Τェϔγ΢φ（ೖຌޢ） ,57$173 ϕϫジェέφΤェϔγ΢φ（ೖຌޢ） 
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